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プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
は

ど
う
推
移
し
た
か

昭
和
四
〇
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
国

債
発
行
の
再
開
以
降
、
何
度
か
の
好
況

期
、
財
政
改
革
期
も
経
験
し
た
。
し
か

し
、
国
債
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
は
つ

い
に

一
度
も
な
か

っ
た
。
あ
の
バ
ブ
ル

で
税
収
が
ひ
さ
び
さ
に
大
き
く
伸
び
た

時
期
に
は
、
国
債
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
こ

そ
五
年
間
連
続
低
下

（四
二

・
八
％
―

三
七

・
一
％
）
し
た
が
、
残
高
の
絶
対

額
は
増
加
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
に
と

ど
ま

っ
た
。

国
債
残
高
の
累
増
は
、
利
払

い
負
担

の
累
増
を
通
じ
て
新
た
な
国
債
発
行
を

招
き
、
雪
だ
る
ま
的
に
国
債
残
高
の
増

加
を
も
た
ら
す
。
た
だ
し
、
利
払
い
負

担
は
残
高
だ
け
で
は
な
く
、
金
利
水
準

に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。
し
た
が

つ

て
、
年
々
の
財
政
の
ス
タ
ン
ス
が
拡
張

的
で
あ

っ
た
か
財
政
改
革
的
で
あ

っ
た

か
は
、
単
に
結
果
と
し
て
の
国
債
発
行

額
や
公
債
依
存
度
を
み
た
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
年
々
の
財
政
の
ス
タ

ン
ス
は
、
国
債
以
外
の
歳
入

（そ
の
大

宗
は
税
収
）
と
国
債
元
利
払
い
以
外
の

歳
出
と
の
比
較
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
イ
マ

リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
こ
と
に
よ

っ

わ
が
国
の
財
政
は

「
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
」
が
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
長
い
道
の
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
道
の
り
、
い
つ
の
時
代
の

財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
に
今
日
の
財
政
破
綻
を
も
た
ら
し
た
の
か

を
分
析
し
、
今
後
の
財
政
構
造
改
革
論
議
の

一
助
と
し
た
い
。

（政
策
研
究
大
学
院
大
学
客
員
教
授
）

米

澤

潤

一

て
、
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
う
え
さ
ら
に
、
国
債
以
外
の
歳

入
、
日
債
元
利
払

い
以
外
の
歳
出
双
方

に
つ
い
て
、
景
気
循
環
の
結
果
と
し
て

い
わ
ば
自
然
に
増
減
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
積
極
的
な
政
策
に
よ
り
増
減
さ
せ

た
の
か
を
知
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
税
制
改
正
や
年
金
医
療

・
教
育
等
主
要
施
策
の
大
き
な
制
度
改

革
の
経
過
を
振
り
返

っ
て
み
る
必
要
が

402001.8.20 金融財政事情

●
‥

・
・
‥
　
一

―
一

‐
１
●
―
一
一　
　
．　

‐

‐
・
　
　
・
‐

　

・　
　
　
■
―

・　

・
　
一

‐―
´
一　
―
―
‥
一
　
―
―
．
　
１
　

１
●

―

口

”

ロ



あ
る
。
多
く
の
場
合
、
制
度
改
革
の
歳

出
入

へ
の
効
果
は
次
年
度
以
降
に
現
わ

れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

極
端
な
例
と
し
て
は
、
国
立
大
学
新
設

の
場
合
の
よ
う
に
数
年
が
か
り
で
増
加

を
続
け
た
あ
と
平
年
度
化
す
る
も
の
も

あ
る
。

各
種
国
際
機
関
は
し
ば
し
ば
計
量
経

済
学
的
手
法
に
よ
る
循
環
要
因
と
構
造

要
因
の
分
解
を
試
算
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
推
計
要
素
が
多
す
ぎ
る
う
え
、

こ
う
し
た
財
政
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
い

な

い
の
で
、
実
用
的
で
は
な
い
。

分
析
の
結
果
は
明
瞭
。
昭
和
四
〇
年

代
前
半
、
国
債
発
行
初
期
の
公
債
依
存

度
の
高
さ

へ
の
危
機
感
か
ら
、
公
債
依

存
度
五
％
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ

が
昭
和
四
五
年
度
に
達
成
さ
れ
た
い
わ

ば
国
債
発
行
揺
藍
期
は
別
と
し
て
、
そ

の
後
の
歴
史
は
ズ
バ
リ
三
期
に
分
け
ら

れ
る
。

第

一
期
＝
昭
和
四
六
年
度
か
ら
五
四
年

度
ま
で
の
九
年
間

ニ
ク
ソ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
、
円
フ
ロ
ー

ト
を
経
て
、
昭
和
四
八
年
度
、
福
祉
元

年
予
算
で
の
社
会
保
障
を
は
じ
め
と
す

る
広
汎
な
歳
出
膨
張
が
、
日
本
経
済
の

安
定
成
長
移
行
に
よ
る
税
収
の
低
迷
と

鋏
状
に
赤
字
拡
大
を
招
き
、
こ
れ
に
五

二
、
三
年
度
の
七
％
成
長
対
外
公
約
実

現
を
目
指
し
た
公
共
事
業
拡
大
が
拍
車

を
か
け
た
時
期
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ

ラ
ン
ス
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
、
ピ

ー
ク
の
昭
和
五
三
年
度
に
は
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
赤
字
は
税
収
の
五

〇
％
に
も
達
し
た
。
今
日
の
財
政
構
造

悪
化
の
主
因
は
や
は
り
こ
の
時
期
。

第
二
期
＝
昭
和
五
五
年
度
か
ら
平
成
六

年
度
ま
で
の

一
五
年
間

前
半
は
血
の
出
る
よ
う
な
財
政
再
建

努
力
で
既
存
制
度
の
合
理
化
に
よ
る
歳

出
削
減
を
繰
り
返
し
、
後
半
は
そ
の
後

年
度
効
果
と
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
税
収

増
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
が
累

計
で
は
ぼ
均
衡
し
て
い
た
時
期

（平
成

五
、
六
年
度
は
す
で
に
悪
化
が
始
ま

っ

て
い
る
が
、
六
年
度
と
七
年
度
と
の
落

差
が
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
こ
こ
で
線

を
引
く
）
。

第
二
期
＝
平
成
七
年
度
か
ら

一
三
年
度

ま
で
の
七
年
間

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
今
日
に
至
る
日
本

経
済
の
長
期
低
迷
に
対
し
空
前
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
で
再
三
行
わ
れ
た
減
税
と

歳
出
追
加
の
結
果
、　
一
五
年
間
の
営
々

た
る
努
力
の
成
果
が

一
気
に
失
わ
れ
、

ふ
た
た
び
今
日
の

「
破
続
に
瀕
す
る
」

状
況
を
招

い
た
時
期
。
た
だ
し
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
赤
字
の
相
対
的

規
模

（税
収
比
）
で
は
、
第

一
期
の
後

半
よ
り
は
か
な
り
小
さ
い
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
の

黒
字
は
六
年
間
の
み

平
成

一
三
年
度
当
初
予
算
の
骨
格
は

第
１
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

公
債
金
以
外
の
収
入
と
国
債
費

（既
往

国
債
の
元
利
払

い
）
以
外
の
歳
出
と
の

比
較
で
あ
る
（じ
。
こ
れ
が
均
衡
し
て

い
る
と

い
う
こ
と
は
、
財
務
省
の
パ
ン

フ
レ
ツ
ト

（『財
政
の
現
状
と
今
後

の

あ
り
方
』
平
成

一
三
年
二
月
）
に
よ
れ

ば

「
現
世
代
の
受
益
と
負
担
が
ち
ょ
う

ど
均
衡
し
て
い
る
」
状
態
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る

（過
去
の
借
金
の
元
利
払

い

の
な
か
に
も
現
世
代
の
受
益
相
当
分
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
間
は
あ
る

が
、
む
ず
か
し
い
理
論
は
さ
て
お
き
、

直
感
的
に
は
、
「
過
去
の
ツ
ケ
の
影
響

は
別
と
し
て
、
将
来
に
向
か

っ
て
ツ
ヶ

を
増
や
さ
な
い
」
状
態
と

い
う
こ
と
で

一
応
理
解
で
き
る
）
。

こ
れ
す
ら
赤
字
で
あ
る
と

い
う
こ
と

は
、
過
去
の
借
金
の
元
本
償
還
ど
こ
ろ

か
、
利
払

い
ま
で
も
丸
々
借
金
に
頼

っ

た
う
え
、
当
年
度
の
政
策
需
要
に
必
要

な
経
費
の

一
部
ま
で
新
た
な
借
金
に
依

存
す
る
と

い
う
こ
と
で
ぁ
り
、
現
世
代

が

「
負
担
以
上
に
受
益
」
し
て
い
る
こ

と
は
間
違

い
な

い
。

平
成

一
三
年
度
の
例
で
い
え
ば
、
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
は
、
（税
収

＋
そ
の
他
収
入
）
―

（
一
般
歳
出

十
地

方
交
付
税
等
）

＝
‘
一
一
兆

一
四
七
五

億
円
の
赤
字
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

つ

ま
り

一
六

・
八
兆
円
の
地
方
交
付
税
等

と
四
八

・
六
兆
円
の

一
般
歳
出
合
計
六

五

・
五
兆
円
を
賄
う
の
に
税
収
等
が
五

四

・
三
兆
円
し
か
な
く
、　
一
一
。
一
兆

円
余
り
を
借
金
に
依
存
し
た
う
え
、
過

去
の
借
金
の
元
利
払

い

一
七

・
二
兆
円

は
当
然
丸
々
借
金
に
頼
る
の
で
、
国
債

平成13年度一般会計当初予算フレーム

(単位 億円、%)

11,成比

〔第 1表〕

歳 入 歳 出

税   |1又
その他収入

公債金収入

合 計

プライマリー・バランス

=〔税収 (507,27o)+そ の他収入 (36,o74)〕

― 〔一般歳出 (486,589)+地 方交付税等 (168,230)〕

=国債貨 (171,705)一 公債全収入 (283,180)

=コ 11,475億 円
(注)財務省資料から作成。

20.5

20.4

58.9

100.0

金額金 額 構成比

171,705

168,230

486,589

826,524

61.4

4.4

34.3

100.0

回 債 費

地方交付税等

一 般 歳 出

合 計

507,270

36,074

283,180

826,524

金融財政事情 2001.8.2041



発
行
額
が
二
八

・
三
兆
円
に
な

っ
て
い

る
、
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（注
）
歳
入
総
額
と
歳
出
総
額
は
等
し
い
か

ら
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
は

国
債
費
マ
イ
ナ
ス
公
債
金
収
入
で
簡

単
に
求
め
ら
れ
る
。

昨
今
、
こ
れ
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を

当
面
の
財
政
改
革
目
標
と
し
て
は
ど
う

か
と
の
議
論
も
浮
上
し
て
い
る
。
わ
が

国
の
よ
う
に
巨
額
の
国
債
残
高
を
抱
え

て
い
る
な
か
で
、
利
払

い
は
す
べ
て
借

金

（企
業
で
い
え
ば
利
息
追
貸
し
）
で

よ
い
と

い
う
の
は
、
日
標
と
し
て
控
え

目
な
感
な
き

に
し
も
あ
ら
ず

で
あ
る

が
、
い
ま
の
よ
う
な
大
幅
な
赤
字
よ
り

は

マ
シ
、
か
つ
、
現
実
的
な
目
標
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
が
均
衡
し
て
い
る

と
、
ま

回
爵
痢
＝
Ⅳ
め
ヽ
一一で
あ
れ
ば
、

少
な
く
と
も
国
債
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は

上
昇
し
な

い
。

昭
和
四
〇
年
度
以
来
の
プ
ラ
イ

マ
リ

ー

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
移
と
そ
の
税
収
比

を
示
し
た
の
が
第
１
図
で
あ
る
（じ

。

ま
ず
、
こ
の
三
七
年
間
で
プ
ラ
イ

マ

リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
が
黒
字
だ

っ
た
の
は

バ
ブ
ル
期
の
昭
和
六
二
年
度
か
ら
平
成

四
年
度
ま
で
の
六
年
間
し
か
な
か

っ
た

と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
と
お

り
の
財
務
省
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
よ
る
、

過
去
の
借
金
の
元
利
払

い
中
に
現
世
代

の
受
益
相
当
分
は
な
い
と

い
う
緩
や
か

な
定
義
に
よ
っ
て
す
ら

「
現
世
代
が
負

担
を
上
回
る
受
益
を
享
受
」
し
て
い
た

時
期
が
全
期
間
の
六
分
の
五
を
占
め
て

い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し

て
中
心
線
が
ず
れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る

わ
〓
え
幸
い
い
。

20.0%

100

00

‐100

‐200

‐400

‐50.0

‐600

プライマリー・バランスとその税収比の推移

そのT,1収比%(右 目盛 )

〔第 1図〕
15 兆 円
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-10

‐15
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口140 13年度

(注 )1.平成11年 度までは決算、12年 度はれli正 後予算、13年 度は当初予算。昭和53年 度のT'ι収から、
年度帰属区分変更による増収23.331億 円を除く。

2.平 成 4、 5、 9年度の決算赤字をそれぞれの年度の国
`,墳

発行額に加算し、そのそれぞれ 6、 7、

11年 度における決算調整資金繰入を繰入年度の匡11,t費 とみなして,多正。
3.錫 務省主計局『財政統計画などから作成。

次
に
、
時
期
を

追

っ
て
み
る
と
、

国
債
費
負
担

の
小

さ

い
国
債
発
行
揺

藍
期
に
プ
ラ
イ

マ

リ
ー

・
ハ
ラ
ン
ス

赤
字
が
相
対
的
に

大
き

い
の
は
仕
方

な

い
が
、
こ
れ
が

四
五
年
度
と
意
外

に
早
期
に
均
衡
し

た

こ
と

が

わ

か

る
。

（注
）
後

述

の
よ
う

に
予
算

と

決

算

の
乖

離

が

激

し

い

の

で
、
決

算

ベ

ー

ス
で
分

析

す

る

の
が

望

ま

し

い
。
た

だ

し
、
決

算

で
は
歳

入

歳

出

が

一
致

し

な
い
う
え
、
剰
余
金
の
取
扱
い
が
む

ず
か
し
い
。
し
か
し
国
債
発
行
下
の

財
政
で
多
額
の
剰
余
金
が
発
生
す
る

こ
と
は
想
定
で
き
な

い
の
で
、
決
算

ベ
ー
ス
で
も
国
債
費
決
算

マ
イ
ナ
ス

回
債
発
行
実
績
を
プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・

バ
ラ
ン
ス
と
し
た
。
た
だ
し
決
算
赤

字
と
そ
の
処
理
で
あ
る
決
算
調
整
資

金
繰
入
に
つ
い
て
は
、
第
１
図
の
注
　
４２

２
の
と
お
り
調
整
し
た
。
ま
た
、
昭

和
五
三
年
度
税
収
に
つ
い
て
は
年
度

帰
属
変
更
に
よ
る
増
収

（
い
わ
ゆ
る

〓
二
ヵ
月
税
収
）
が
あ
る
の
で
こ
れ

も
調
整
し
た
。

62  元  3`:2  44  46  48  5C) 52  5`1  56  58  60

昭
和
四
〇
年
代
後
半
以
降

赤
字
急
拡
大

そ
れ
が
四
六
年
度
以
降
ふ
た
た
び
赤

字
が
拡
大
、
五
〇
年
度
以
降
は
税
収
比

マ
イ
ナ
ス
三
〇
％
を
超
し
、
ピ
ー
ク
の

五
三
年
度
は
実
力
四
九

・
九
％
に
達
し

た
。
絶
対
額
で

一
六
兆
円
を
超
し
た
平

成

一
〇
年
度
で
す
ら
三
三
％
で
あ
る
か

ら
当
時
と
し
て
は
い
か
に
大
き
な
赤
字

規
模
で
あ

っ
た
か
わ
か
る
。

増
税
な
き
財
政
再
建
の
必
要
性
が
意

識
さ
れ
、
こ
れ
が
し
だ

い
に
強
化
さ
れ

て
い
く
昭
和
五
五
～
七
年
度
を
経
て
、

五
八
年
度
か
ら
の

一
般
歳
出
五
年
間
連

続
前
年
以
下
と

い
う
本
格
的
財
政
再
建

で
急
速
に
改
善
、
昭
和
六
二
年
度
に
黒

字
に
な
る
。
ピ
ー
ク
の
平
成
三
年
度
黒

字
は
税
収
の

一
四

・
七
％
に
達
し
た
。

そ
の
と
き
に
も
国
債
残
高
は
減
少
は
し

な
か

っ
た
が
、
こ
の
分
析
に
は
現
わ
れ

な
い
い
わ
ゆ
る
隠
れ
借
金
を
整
理
し
た

プライマリー・バランス
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と

い
う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ア
は
あ
る
。

バ
ブ

ル
崩
壊
後
、
景
気
浮
揚

の
た

め
、
減
税
や
公
共
事
業
追
加
が
大
規
模

に
行
わ
れ
始
め
た
平
成
五
、
六
年
度
を

経
て
七
年
度
、　
一
気
に
マ
イ
ナ
ス

一
五

。
一
％
と

一
一
年
ぶ
り
に
二
桁

マ
イ
ナ

ス
に
戻

っ
た
。
平
成
九
年
度
の
財
政
構

造
改
革
の
効
果
は
単
年
度
で
終
わ
り
平

成

一
〇
、　
一
一
年
度
に
は

一
六
兆
円
、

税
収
比
三
三
％
と

い
う
赤
字

に
な

っ

た
。プ

ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
の
改
善

悪
化
は
、
税
収
動
向
と
国
債
費
を
除
く

歳
出
の
動
向
に
要
因
分
解
で
き
る

（そ

の
他
収
入
の
動
き
は
無
視
で
き
る
）
。

こ
れ
を
示
し
た
の
が
第
２
図
で
あ
り
、

上
記
の
足
跡
が

一
層
明
瞭
に
な
る
。

四
六
年
度
あ
た
り
か
ら
の
国
債
費
を

除
く
歳
出
の
伸
び
が
四
人
年
度
か
ら
さ

ら
に
加
速
さ
れ
る

一
方
、
五
〇
年
度
以

降
税
収
の
伸
び
が
急
速
に
鈍
化
、
ギ
ャ

ツ
プ
が
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
く
。

昭
和
五
五
、
六
年
度
か
ら
歳
出
の
伸

び
は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
、
五
七
年
度
以
降

六

一
、
二
年
度
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
横
に

寝
て
い
る
。　
一
方
税
収
は
発
射
台
が
下

方
シ
フ
ト
し
た
ま
ま
な
る
も
五
五
年
度

あ
た
り
か
ら
堅
実
に
伸
び
続
け
、
六
二

年
度
に
遂
に
国
債
費
を
除
く
歳
出
に
キ

ヤ
ツ
チ
ア
ツ
プ
、
バ
ブ
ル
ピ
ー
ク
時
に

は
こ
れ
を
か
な
り
上
回
る
に
至
る
。

平
成
五
年
度
、
景
気
停
滞
で
税
収
が

低
迷
す
る
な
か
で
歳
出
が
突
出
し
て
両

者
が
ふ
た
た
び
逆
転
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
。
と
く
に
平

成
六
年
度
と

一
〇
年
度
の
減
税
が
大
き

く
効

い
て
い
る
。

借
金
は
た
や
す
く
、

利
息
は
恐
ろ
し
い

昭
和
四
〇
年
度
末
か
ら
平
成

一
三
年

度
末
（見
込
み
）
ま
で
に
国
債
残
高
は
三

人
九
兆
円
増
加
し
た
。
こ
れ
を
要
因
分

解
す
る
と
、
こ
の
三
六
年
間
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
赤
字
累
計
が

一
一

九

・
七
兆
円
、
利
払

い
費

（手
数
料
等

を
含
む
）
累
計
が
二
六
九

・
三
兆
円
で

あ
る
。
げ
に

「
借
金
は
た
や
す
く
、
利

息
は
恐
ろ
し

い
」
。
さ
ら
に
敷
行
す
る

と
こ
の
間
の
国
債
発
行
累
計
額
は
四
二

五

・
九
兆
円
で
三
六

・
九
兆
円
が
元
本

償
還
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
国
債
費
の
累

計
は
三
〇
六

。
一
兆
円
で
そ
の
内
訳
が

利
払

い
二
六
九

・
三
兆
円
、
元
本
償
還

三
六

。
九
兆
円
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

厳
密
に
い
う
と
国
債
費
の
な
か
に
は

い
ま
話
題
に
し
て
い
る
普
通
国
債
以
外

の
、
国
際
機
関
に
対
す
る
出
資
、
拠
出

国
債
と
か
、
預
金
保
護
の
た
め
の
預
金

保
護
機
構
に
対
す
る
交
付
公
債
等
の
償

還
費
も
含
ま
れ
て
い
る
半
面
、
国
債
元

本
償
還
財
源
に
は

一
般
会
計
負
担
の
他

に
民
営
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
日
本
た
ば

こ
株
式
の
売
却
代
金
や
国
債
償
還
財
源

の
運
用
益
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

偶
然
な
が
ら
こ
の
両
者
が
お
お
む
ね
同

税収と国債費を除く歳出の推移

一fl夕 会計1,tlk―一―プ‐ヽ
、

〔第 2図〕
兆 円

回債費を除く歳出

８０

６０

Ю

Ю

35791140 42  `,1  `16  48  50  52  54  56 58  60  62

(注)こ のグラフでは昭和53年 度の税収に年度帰属区分変更による増収 2兆 3.331億 円を含まない。

〔第 2表〕 国債発行累計、残高増加、国債費、

プライマリー・バランス等の関係

昭和41～平成13年度 (36年 間)

額
で
あ
る
の
で
以
上
の
よ
う
な
関
係
に

な
る
。
こ
の
関
係
を
図
示
す
る
と
第
２

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
国
債
残
高
増
加
三
八
九

兆
円
、
う
ち
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン

ス
赤
字
累
計

一
二
〇
兆
円
、
利
払

い
費

累
計
二
六
九
兆
円
を
時
期
別
に
分
解
し

て
み
た
の
が
第
３
図
で
あ
る
。

昭
和
四
五
年
度
ま
で
の
揺
饒
期

（残

高
増
四
兆
円
、
内
訳
各
二
兆
円
）
は
別

と
し
て
、
昭
和
四
六
年
度
か
ら
五
四
年

度
ま
で
の
第

一
期
は
プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・

バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
累
計
三
人
兆
円
、
利

払

い
費
累
計

一
五
兆
円
と
積
極
的
に
財

政
赤
字
を
拡
大
し
て
い
つ
た
足
跡
が
裏

付
け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
第
二
期
の

一
五
年
間
は

国債発行累計額 425.9兆円

交付国債等
償還

株式売却収
入・運用益
等

プライマリー
・バランス赤
字累計
1197兆 円

)LIИ 局資料などか

国債残高ナ′曽加額
389.0兆円

(注 )n4務省主計局 rl財 政統計』、
ら千乍,文。
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2693兆円
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赤
字
累
計
わ
ず
か
六
兆
円
と
ほ
と

ん
ど

均
衡
状
態
、
残
り

一
四
四
兆
円
は
す

べ

て
利
払

い
費

で
あ
る
。
血
の
出
る
よ
う

な
努
力
と
バ
ブ

ル
に
よ
る
あ
ぶ
く
銭
的

税
収

に
も
恵
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

過
去

の
借
金

の
重
圧
に
は
届
か
な
か

つ

た
と

い
う
苦
し

い
姿
を
示
し
て
い
る
。

第
三
期

の
最
近
七
年
間
は
ふ
た
た
び

プ

ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
赤
字
七
四

兆
円

で
、
利
払

い
費

一
〇
八
兆
円
と
合

わ
せ
て

一
人
二
兆
円
の
国
債
残
高
増
加

と
な

っ
た
。
赤
字

の
絶
対
額
は
確
か
に

大
き

い
が
、
国
債
残
高
増

の
要
因
と
し

て
は
四
割

に
と
ど
ま
り
、
第

一
期

の
赤

字
七
割
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
は
過

去

の
重
し

の
ほ
う
が
よ
り
効

い
て
い
た

と
も

い
え

る
。

税
収
の
伸
び
を
上
回
り

主
要
経
費
歳
出
が
拡
大

国
の
予
算
は
、
社
会
保
障
、
文
教
科

学
技
術
、
公
共
事
業
、
防
衛
の
四
大
施

策
で

一
般
歳
出
の
人
割
を
占
め
る
。
昭

和
四
三
年
度
か
ら
五
四
年
度
ま
で
の
こ

れ
ら
主
要
経
費
歳
出
の
伸
び
と
税
収
の

伸
び
を
対
比
し
た

の
が
第
４
図

で
あ

る
。
四
七
年
度
ま
で
は
ま
ず
ま
ず
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
伸
び
を
示
し
て
い
た

が
、
四
八
年
度
以
降
ほ
と
ん
ど
の
施
策

が
税
収
の
伸
び
を
大
幅
に
上
回

っ
て
伸

び
て
い
き
、
そ
の
開
き
が
ど
ん
ど
ん
拡

大
し
て
い
つ
た
。

五
四
年
度
の
税
収
は
四
三
年
度
の
四

・
八
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
会
保
障

は
八

・
八
倍
、
公
共
事
業

は
五

・
七

倍
、
文
教
科
学
は
五

・
九
倍
と
い
ず
れ

も
税
収
の
伸
び
を
大
き
く
上
回

っ
て
い

る
。
防
衛
だ
け
が
四

・
七
六
倍
と
わ
ず

か
に
下
回

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
事
項

経
費
ま
で
六

・
三
倍
の
伸
び
で
、
国
債

費
を
除
く
歳
出
全
体
と
し
て
六

・
〇
倍

と
税
収
の
伸
び
を
二
五
％
も
上
回

っ
て

伸
び
た
計
算
に
な
る
。
し
か
も
前
述
の

と
お
り
、
制
度
改
善
に
よ
る
歳
出
増
加

は
後
年
度
に
よ
り
大
き
く
現
わ
れ
る
こ

と
が
多

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
や
は

り
こ
の
時
期
の
財
政
運
営
が
後
世
の
努

力
に
も
か
か
ら
ず
今
日
の
破
綻
を
も
た

ら
し
た
主
た
る
原
因
で
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
時
期
と
対
照
す
る
た
め
、
昭
和

五
四
年
度
か
ら
最
近
ま
で
の
税
収
と
歳

出
主
要
経
費
の
伸
び
を
対
比
し
た
の
が

第
５
図
で
あ
る
。
ま
ず
平
成
三
年
度
と

の
対
比

（白
抜
き

の
棒
グ
ラ
フ
）
で

は
、
税
収
が
三

・
五
倍
で
あ
る
の
に
対

し
、
地
方
交
付
税
交
付
金
等
が
二

・
四

倍
、
防
衛
が
二

・
三
倍
と
こ
れ
に
近

い

伸
び
を
み
せ
た
が
、
社
会
保
障

一
・
六

倍
、
文
教
科
学

一
・
三
倍
、
公
共
薯
業

一
・
三
倍
、
そ
の
他
事
項

一
・
一
倍
と

い
ず
れ
も
税
収
の
伸
び
を
大
き
く
下
回

っ
て
お
り
、
国
債
費
を
除
く
歳
出
総
計

の
伸
び
は

一
・
六
倍
に
と
ど
ま

っ
て
い

る
。
昭
和
五
〇
年
代
初
期
ま
で
の
制
度

改
善
で
も
た
ら
さ
れ
た
後
年
度
負
担
を

既
存
制
度
の
合
理
化

（国
民
受
益
者
か

ら
み
れ
ば
改
悪

・
福
祉
の
切
下
げ
）
で

削
減
し
て
き
た
結
果
が
現
わ
れ
、
財
政

状
況
は

一
時
公
債
依
存
度
が

一
〇
％
に

な
る
ま
で
改
善
し
た
。

だ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
対
策

と
し
て
の
公
共
事
業
追
加
と
減
税
、
と

く
に
減
税
の
結
果
、
そ
の
後
状
況
は

一

変
し
た
。
直
近
は
平
成

一
三
年
度
当
初

時期別の国債残高増加要因

lS2

〔第3図〕
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と
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〔第4図 〕 税収と主要歳出の43=100の指数
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〔第5図〕 税収、歳出主要項目の昭和54年度から
の伸び (昭 54=100の指数)
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5年 ごとの公共事業費累計の

対税収累計比      (単 饉

266

予
算
で
あ
る
が
、
後
述
の
と
お
り
、
当

初
予
算
に
対
し
実
績
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
が
著
し
い
と

い
う

傾
向
が
あ
る
た
め
、
決
算
と
当
初
予
算

と
の
比
較
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な

い
。
と
こ
ろ
が
補
正
予
算
、
決
算
に
は

構
造
変
化
と
は
関
係
の
な

い

一
回
限
り

の
歳
出
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
あ

り
、
と
く
に
平
成

一
一
、　
一
二
年
度
は

要
注
意
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
似
的
接

近
と
し
て
平
成

一
〇
年
度
か
ら

一
二
年

度

の
平
均
と
対
比
す
る
こ
と
と
し
た

（黒
塗
り
棒
グ
ラ
フ
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
減
税
の
影
響
で
税
収

は
二

・
一
倍
の
伸
び
と
大
幅
に
伸
び
を

落
と
し
て
い
る
。　
一
方
、
歳
出
の
ほ
う

〔第6図〕
%)

24.2

30

25

20

15

10

5

0

23.[
217

182

50～ 54 55～ 59 60～元  2～67～ ll

(注)決算ベース,財務省主計局『財政統計」などから作

成。

は
、
社
会
保
障
二

・
三
倍
、
防
衛
二

・

四
倍
、
公
共
事
業

一
。
九
倍
等
す
べ
て

の
経
費
で
平
成
三
年
ま
で
の
伸
び
を
大

き
く
上
回
り
、
国
債
費
を
除
く
歳
出
総

計
の
伸
び
は

一
・
九
六
倍
と
税
収
の
伸

び
と
か
な
り
接
近
し
た
。
こ
れ
が
こ
の

間
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
悪
化

を
物
語
る
。
そ
れ
で
も
な
お
税
収
の
伸

び
を
下
回
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
昭
和
五
五
年
度
以
降

一
五
年
間
の
改
善
期
と
あ
れ
だ
け
の
減

税
と
歳
出
追
加
を
重
ね
た
バ
ブ
ル
崩
壊

後

の
景
気
低
迷
期
を
通
算
し
て
み
る

と
、
そ
の
間
の
国
債
費
を
除
く
歳
出
の

伸
び
は
な
ん
と
か
税
収
の
伸
び
の
範
囲

内
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ

ー

・
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
は
累
積
し
た

が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
昭
和
五
四
年
度

ま
で
に
悪
化
を
極
め
た
発
射
台
の
低
さ

の
せ
い
で
あ
り
、
こ
の
期
間
だ
け
の
ス

タ
ン
ス
を
通
算
す
る
と
、
い
ま
の
と
こ

ろ
努
力
が
水
泡
に
帰
し
て
中
立
に
戻

っ

た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
」
と
診
断
で
き
そ

う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
景
気
対
策
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
で
あ
る
公
共
事
業
費
の
五
年
ご

と
の
累
計
規
模
を
税
収
比
で
表
示
し
た

の
が
第
６
図
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る

と
、
平
成
七
～

一
一
年
度
は
二
四

・
二

％
と
高
水
準
で
は
あ
る
が
、
対
外
公
約

で
公
共
事
業
を
拡
大
し
た
昭
和
五
〇
～

五
四
年
度
の
二
六

・
六
％
に
は
達
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（以
下
、
次
号
に
お
い
て
昭
和
四
〇
年

代
後
半
か
ら
の
財
政
膨
張
の
実
態
を
文

教
予
算
を
実
例
に
検
証
す

る
と
と
も
　
２０

に
、
そ
こ
か
ら
今
後

へ
の
教
訓
を
読
み
　
■

取
る
こ
と
に
し
た
い
）
　
　
　
　
　
　
　
２００

ｇ
И
圏
回口
Ｆ

新
む
つ
小
川
原
株
式
会
社
が

一
五
億
円
の
有
償
減
資
を
完
了

破
綻
し
た
む
つ
小
川
原
開
発
の
事
業

を
受
け
継
ぎ
、
国

（日
本
政
策
投
資
銀

行
）

・
青
森
県

・
民
間
等
の
出
資
に
よ

り
設
立
さ
れ
た

「新
む
つ
小
川
原
株
式

会
社
」
が
、
こ
の
三
月
、
第

一
期
の
決

算
を
終
了
、
こ
れ
を
受
け
八
月

一
三
日

に
約

一
五
億
円
の
有
償
減
資
を
完
了
し

た
。
同
社
は
大
規
模
工
業
基
地
の
開
発

主
体
と
し
て
、
「
む

つ
小
川
原
地
域
の

重
要
性
に
鑑
み
、
旧
会
社
を
清
算
し
、

土
地
の

一
体
的
確
保

・
造
成

・
分
譲
を

行
う
新
会
社
を
設
立
す
る
」
と
い
う
趣

旨
の
閣
議
了
解
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
〇

年
八
月
四
日
に
設
立
さ
れ
た
。

新
会
社
に
よ
る
開
発
は
、
過
去
の
開

発
経
緯
の
総
括
と
厳
し

い
反
省
に
立

ち
、
借
入
金
に
依
存
せ
ず
自
立
性
、
透

明
性
の
高
い
会
社
経
営
を
行
う
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
。
関
係

機
関
で
構
築
し
た
緊
密
な
支
援
体
制
の

も
と
、
土
地
分
譲
の
推
進
に
注
力
す
る

こ
と
に
よ
り
収
益
の
確
保
を
図
る
こ
と

に
な

っ
た
。
ま
た
、
資
産
で
あ
る
販
売

用
の
土
地
を
資
本
金
で
取
得
し
た
経
緯

か
ら
、
土
地
分
譲
等
に
よ
り
得
ら
れ
た

資
金
の

一
部
を
株
主
に
対
し
て
有
償
減

資
と

い
う
形
で
還
元
す
る
こ
と
が
設
立

時
に
謳
わ
れ
て
い
た
。
第

一
期
の
決
算

に
よ
る
と
、
青
森
県
が
推
進
す
る
液
品

関
連
産
業
の
集
積
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る

「
ク
リ
ス
タ
ル
バ
レ
イ
構
想
」

に
基
づ
く
進
出
第

一
号
企
業
の
エ
ー
ア

イ
エ
ス
や
石
油
公
団
等
向
け
に
約

一
一

ｈａ
を
販
売
、
金
額
に
し
て

一
四
億
七

一

〇
〇
万
円
の
売
上
げ
を
計
上
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
土
地
賃
貸
等
に
よ
る
収
入
を

合
わ
せ
て
、
売
上
高
は

一
五
億
二
七
〇

〇
万
円
に
。
収
入
か
し
原
価

・
販
管
費

を
差
し
引

い
た
営
業
損
益
で

一
億
二
〇

〇
万
円
の
黒
字
を
計
上
し
た
。
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プ

ラ
イ

マ
リ

ー

ラ
‐‐‐ン
ス
分
析

か
ら
み
た
財
政
構
登
懇
一化
の
軌
跡

．

一
．
一

一
一

．
●
一

´

■
■

一

一
一
一
一
■

一
〓
一

■

‐
¨
一
一

・
　
―

一

■

一
●

一

、

・

一
　
・●
一
　
・

‐

●

政
策
の
財
政
負
担
を

中
長
期
的
に
評
価
す
る

仕
組
み
が
不
可
欠

文
教
予
算
に
み
る

財
政
膨
張
の
実
例

前
号
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
社
会
保

障
費
は
昭
和
四
三
年
度
か
ら
五
四
年
度

ま
で
に
八
・八
倍
と
、
こ
の
間
の
税
収
の

伸
び
四

・
八
倍
を
は
る
か
に
上
回
る
、

主
要
経
費
中
最
大
の
伸
び
を
示
し
た
。

制
度
的
に
も
四
八
年

一
月
か
ら
の
老
人

医
療
の
無
料
化
、
昭
和
四
八
年
度
予
算

に
お
け
る
各
種
年
金
額
の
大
幅
引
上
げ

と
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等
、
後
年

度
負
担
の
大
き
な
施
策
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
加
速
し

て
い
く
人
口
の
高
齢
化
と
相
ま

っ
て
、

社
会
保
障
が
財
政
圧
迫
の
最
大
の
要
因

で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ́
つヽ
ｃ

し
か
し
、
こ
の
時
期
歳
出
が
膨
張

し
、
し
か
も
後
年
度
負
担
の
大
き
な
新

規
制
度
を
次
々
と
導
入
し
て
い
っ
た
の

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
政
策
分
野
に
及

ん
で

い
た
。
本
稿

で
は
文
部
省

（当

時
）
予
算
を
例
に
と

っ
て
そ
の
様
子
を

紹
介
す
る
。
文
部
省
予
算
は
、　
一
般
会

計
の

一
割
強
を
占
め
る
大
き
な
予
算
で

（政
策
研
究
大
学
院
大
学
客
員
教
授
）

米

澤

潤

一

あ

る
が
、
人
件
費
が
七
割
を
占

め
、
硬

直
的

で
は
あ
る
も

の
の
、
逆

に
派
手

に

伸
び
る
こ
と
も
な

い
予
算

で
あ

っ
た
。

現
在

で
も
そ
う

で
あ
る
。
そ

の
文
部
省

予
算

で
さ
え
急
速
に
膨
張
す

る
状
態
だ

っ
た
こ
と
を
示
し
た

い
。

第

１
表
に
こ
の
時
期

の
文
部
省
予
算

の
主
要
事
項
を
整
理
し
た
。
ま
ず
、
文

部
省
予
算

の
総
額

（以
下
本
項

で
は
す

゛

ヽ
前
回
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
移
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
財
政
構

造
悪
化
に
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
九
年
間
に
わ
た
る
財
政
の
膨
張
が
長
く
尾

を
引
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
回
は
財
政
膨
張
の
実
態
を
文
教
予
算
を

例
に
検
証
し
、そ
こ
か
ら
今
後
の
財
政
運
営
に
お
け
る
教
訓
を
読
み
取

っ
て
み
た
い
。
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〔第 1表〕 昭和45年度から51年度の文部省予算主要事項 (単 位 億円、%)

51/45
(倍 ) (参考)

一般会計税収 ( 円 )

45 72,958

156.578

51/45(1音 )

13.57%

51

33

3.2

年 度

年度 f中 び率%)

内人件貨

(対 前年度 fillび率%)
同上 シェア%
(参 考)前年人 ベア率

育教1餃 員定数仲率

教員給

初年度

平年度化分

経常費 |||:助 金

(対 年度仲び率%)

大

下

内

皮

)-1,会
(対 前年

省予算のシェア%
(注 )| 教員給与改善所

義務教育教l餃 員
41-lS年 度は第

2.15

|ベ ース )

ll.1

98

o.0

3.I

要額累計の51年 ―スの平年度化額は最終的に2,053億 円、地方負担額を合わせると4,304は |■ となる。

定数仲事は51年 算で,

然減
の負担対象人員678, 255人 をベースにオft計。

度ベ

度予
、自

,

3次
53イ |=

改善計画で

これに対し19～ 度の第 1次計画は自

31京則当初予算ベース。当時の大蔵省主計

す るかたちで改善1128,771 人、 ネット16,973人 1曽 とマイルドなもの。

あ る fi l''c24 ,37I )\a'(:r-{'l i. z l' 66,61 I )\alt{.
等から作成

ll,801人 を相殺
然増が12,233人

局「国の予算」

べ
て
当
初
予
算
ベ
ー
ス
）
は
四
五
年
度

の
八
四
五
六
億
円
か
ら
五

一
年
度
に

は
、
二
兆
七
五
九
八
億
円
と
三

・
三
倍

に
な

っ
た
。
年
平
均
伸
び
率
は
二

一
・

八
％
で
あ
る
。
こ
の
間
の
税
収
は
二

・

一
五
倍
、
年
平
均
伸
び
率

〓
二
・
五
七

％
に
と
ど
ま

つ
て
い
る
。

こ
の
間
の
狂
乱
物
価
に
よ
る
公
務
員

給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ツ
プ

（人
事
院
勧
告

の
累
積
三

二
二
一
倍
）
、
学
校
施
設
建

設
単
価
の
急
上
昇

（文
教
施
設
費
予
算

は
児
童
生
徒
数
増
加
も
あ
り
、
四
五
年

度
の
四
三
〇
億
円
か
ら
五

一
年
度
二
五

六
二
億
円
と
六
倍
増
）
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（注
）。

（注
）余
談
な
が
ら
、
財
政
再
建
の
特
効
薬

と
し
て
国
債
元
利
払
負
担
軽
減
の
た

め
イ
ン
フ
レ
を
待
望
す
る
議
論
も
散

見
さ
れ
る
が
、
物
価
上
昇
率
が
あ
る

限
度
を
超
す
と
歳
出
に
超
過
的
な
上

昇
圧
力
が
か
か
り
、　
一
方
税
収
の
ほ

う
は
、
物
価
調
整
減
税
が
必
至
な
の

で
財
政
悪
化
要
因
と
な
る
と
い
う
の

が
こ
の
と
き
の
教
訓
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
間
同
時
に
、
巨
額
の

後
年
度
負
担
を
も
た
ら
す
新
規
制
度
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
第

一
は
、
私
立
学
校
に
対
す
る

経
常
費
補
助
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
度

に
初
め
て
私
立
大
学
に
対
す
る
経
常
費

補
助
金
が

一
三
二
億
円
計
上
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
翌
年
度
以
降
毎
年
平
均
五
〇

％
を
超
す
伸
び
を
重
ね
、
昭
和
五
〇
年

度
に
は
高
校
以
下
の
私
立
学
校
に
も
拡

大
さ
れ
、
昭
和
五

一
年
度
に
は
、
初
年

度
の
四
五
年
度
に
対
し

一
一
・
一
倍
の

一
四
七
〇
億
円
に
達
し
た
。

ｉｌｉｌｌ
度
創
設

時
に
私
学
関
係
者
の
間
で
、
五
年
間
で

私
立
大
学
経
常
費
の
三
分
の

一
補
助
を

実
現
す
る
と

い
う
期
待

（財
政
当
局
と

の
間
で
合
意
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
）
が
あ

つ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う

な
異
常
な
予
算
の
伸
び
が
続

い
た
背
景

に
あ
る
。

教
員
の
給
与
改
善
、

医
科
大
建
設
ラ
ッ
シ

ユ

第
二
は
昭
和
四
八
年
度
、
新
内
閣
新

施
策
の
目
玉
の

一
つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
義
務
教
育
教
員
に
人
材
を
確
保
す

る
た
め
の
給
与
改
善
で
あ
る
。
義
務
教

育
教
員
の
給
与
を
、
通
常
の
公
務
員
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
に
上
乗
せ
し
て
、
別
の
特

別
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
計
画
的
段

階
的
に
改
善
す
る

（最
終
的
な
改
善
幅

は
法
律
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、

関
係
者
の
間
で
は
三
割
か
ら
五
割
の
改

善
と

い
う
期
待
が
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
　
３１

こ
れ
も
財
政
当
局
と

の
合
意

で
は
な

50 5118 4916 4745

27.59817.712 24,03611,812 14,2008,15o 9,848虻部省予算
11.821.9 35.519.9 20.213.9 165

18,90012、 433 16,9918、 384 9,8615,951 6,991
ll.826.I 30.719.9 17.6158 175
68 870.l 70 771.0 69 570.4 71.0

29.64 10.3510.68 15.3912.67 ll.7410.2

2.l25 25年平均0.55%
l,644 l,848136 l,143L改 善所要額累計

38 19161136

1,820ヽ
ヽ

ヽ
982 l,606

|,470610 |,087434132 198 301

35.2。9 911.| 47.550.1 51 7
l,290l,007434 610198 301132

180≧≧ゝ 80ヽ
ヽ

ヽ ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

2,074 2,562l,079 l,511536 733130
37.3 23.547.l 10.124.7 36.819.l

242,960170.991 212,88894,113 l11,677 142,8‐ il訓・予算総額 79,498
14.l19,7 24.5184 21.8 24 618.0

ll.410.4 ll.310.3 9.910.6 10.5
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国立医科大学等の新設状況

牙額
',こ

設費156億 円
栂 |,000人

設

'行

費32億 円、用地費53 億円 合計211億 円

〔第 2表〕

(医 科大学・医学部)

(注 )1校 当り当初所
所要教職貝定員

(科学技術大学 )

億 円 所要教職貝定員4o5人

額約29o億円、所要教l般 員定貝5oO人

局「予算の説明」、文部省「国と地方の文教予算」等から作成

t ti A r),!t 0t ifi *.ifr.ittt zi
)t#!ft.-Xrr)

(注 )
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目

ぃ
）
と
い
う
内
容
の
人
材
確
保
法
が
制

定
さ
れ
、
昭
和
四
八
年
度
予
算
に
は
初

年
度
分
と
し
て
昭
和
四
九
年

一
月
か
ら

二
月
ま
で
の
所
要
額

一
三
六
億
円
が
計

上
さ
れ
た
。
改
善
は
三
次

（財
政
状
況

か
ら
第
三
次
分
は
結
局
三
度
に
分
割
実

施
）
に
わ
た

つ
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
追
加
的
財
政
負
担
額

は
、
第
四
次
義
務
教
育
教
職
員
定
数
改

善
計
画
に
よ
る
教
職
員
数

の
大
幅
増

（昭
和
四
九
年
度
か
ら
五
三
年
度
の
五

年
間
に
六
万
六
六

一
一
人
、　
一
〇
％
以

上
の
増
員
）
と
こ
の
間
の
狂
乱
物
価
に

よ
る

一
般
ベ
ー
ス
ア
ツ
プ

（四
八
年
度

勧
告

一
五

・
三
九
％
、
四
九
年
度
二
九

・
六
四
％
）
に
よ

つ
て
増
幅
さ
れ
、
最

終
的
に
は
国
地
方
を
通
じ
て
四
三
〇
四

億
円
に
達
し
た
。
制
度
ス
タ
ー
ト
前
年

度
で
あ
る
昭
和
四
七
年
度
文
部
省
予
算

一
兆

一
八

一
二
億
円
の
四
割
に
及
ぶ
。

し
か
も
、
義
務
教
育
教
員
の
人
材
確

保
と

ぃ
う
当
初

の
政
策
意
図
ど
離
れ

て
、
給
与
体
系
の
バ
ラ
ン
ス
論
か
ら
、

高
校

，
大
学
教
員
や
看
護
婦
の
給
与
改

善

へ
と
波
及
し
て
い
つ
た
。
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
三
割
と
い
う
異
常
な
経
済
状
況
下

で
、
な
お
政
策
的
な
給
与
改
善
の
上
積

み
を
広
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は

「
一
県

一
医
科
大
学
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
行
わ
れ
た
、
日
立

医
科
大
学

・
医
学
部
等
の
新
設
ラ
ツ
シ

ュ
で
あ
る
。
第
２
表
に
示
す
と
お
り
、

昭
和
四
八
年
度
か
ら
五
四
年
度
の
七
年

間
に

一
六
の
日
立
医
科
大
学

。
医
学
部

を
創
設
し
た
ｏ　
一
校
当
り
の
新
設
所
要

経
費
は
当
時

の
平
均

で
約

二
四

一
億

円
、
完
成
時
の
所
要
定
員
は

一
校
当
り

平
均

一
〇
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
、　
一
六

校
で
、
三
八
〇
〇
億
円
余

の
初
度
経
費

と

一
万
六
〇
〇
〇
人

の
定
員
を
要
し

た
。
そ
れ
に
加
え
、
同
表
の
下
に
示
し

た
よ
う
な
新
構
想
大
学
の
設
立
が
同
時

進
行
し
た
ｏ

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
そ

れ
ぞ
れ
教
育
水
準
の
向
上
に
寄
与
し
て

き
た
の
で
は
あ
ろ
う
。
問
題
は
税
収
の

伸
び
を
大
幅
に
上
回
る
よ
う
な
財
政
負

担
と
の
相
対
比
較
で
な
お
必
要

・
適
切

で
ぁ

っ
た
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
あ

る
。
た
と
え
ば
医
科
大
学
の
場
合
、
昭

和
五
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
医
師
過
剰

時
代
の
到
来
が
明
ら
か
に
な
り
、
遂
に

新
設

・
既
設
を
問
わ
ず
全
国
の
大
学
医

学
部
の
入
学
定
員
を

一
律
的
に
削
減
す

る
始
末
と
な

つ
た
。　
一
学
年

一
〇
〇
人

で
八
校
と
八
〇
人
で

一
〇
校
と
で
は
お

金
の
効
率
が
ま
る
で
違
う
。　
一
六
校
も

新
設
し
た
う
え
で
既
設
校
ま
で
も
学
生

定
員
を
減
ら
す
と

い
う
の
は
政
策
と
し

て
合
理
性
に
欠
け
て
い
た
と

い
わ
ざ
る

(出所 )
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，τ
えヽ
幸
い
い
。

以
上

の
文
部
省
予
算
は
あ
く
ま

で

一

つ
の
例

で
あ
る
が
、
総
じ
て
、
高
度
成

長
期

に
多
額

の
税

の
自
然
増
収

に
恵
ま

れ

て
歳

出

を

拡

大

し

て

い

っ
た
惰
性

で
、
安
定
成
長
期

に
差
し
掛
か

っ
て

い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
年
度

の
負
担

の
大
き
な
施
策
を
積

み
重
ね
て
い
っ
た

こ
と
が
後
世

の
苦
労
を
呼

ん
で

い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

単
年
度

・
当
初
予
算
主
義

か
ら
の
脱
却
を

今
後
の
課
題
は
す
で
に
こ
こ
ま
で
悪

化
し
て
し
ま

っ
た
財
政
構
造
を
ど
う
改

革
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
う
え
で
以
上
の
よ
う
な
過
去
の
足

ど
り
の
分
析
が
ど
こ
ま
で
参
考
に
な
る

か
と
の
疑
問
も
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と

も
次
の
二
つ
の
教
訓
が
参
考
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

第

一
は
、
個
々
の
政
策
の
財
政
負
担

を
単
年
度
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
平

年
度
の
ベ
ー
ス
で
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の

例
の
教
員
給
与
改
善
に
し
て
も
、
初
年

度
は
わ
ず

か

一
三
六
億
円
で
始
ま

っ

た
。
こ
れ
が
数
年
で
二
〇
〇
〇
億
円
を

超
す
に
至

つ
た
。
医
科
大
学
の
新
設
に

至

つ
て
は
、
わ
ず
か
数
百
万
円
の
調
査

費
の
計
上
が
数
百
億
円
に
の
ぼ
る
施
策

の
実
質
的
採
択
決
定
で
あ
る
。

今
後
財
政
構
造
改
革
を
進
め
て
い
く

間
に
も
新
規
施
策
の
導
入
は
当
然
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
ス
ク

ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
と

い
う
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
初
年
度
分
の
わ
ず
か

な
金
額
を
平
年
度
化
し
て
い
る
既
定
施

策
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
単
年
度
の
帳
尻
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な

財
政
全
体
の
フ
レ
ー
ム
を
し

っ
か
り
と

見
定
め
て
、
各
種
施
策
を
位
置
付
け
、

そ
の
フ
レ
ー
ム
の
な
か
に
お
け
る
複
数

年
度
累
計
で
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ト
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
も
平
成
九
年

一
二
月
の

財
政
構
造
改
革
法
は
、
財
政
赤
字
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
三
％
以
下
に
抑
え
る
と

い
う

マ

ク
ロ
の
フ
レ
ー
ム
の
な
か
で
各
種
施
策

の
合
理
化
方
針
を
明
示
し
た
画
期
的
な

法
律
で
あ
り
、
こ
れ
が
わ
ず
か

一
年
で

凍
結
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
不
幸
な

こ
と
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

バ
ラ
色

の
制
度
を

つ
く

っ
て
お

い

て
、
こ
れ
が
維
持
で
き
な
く
な
り
次
々

と
改
悪

（国
民
の
側
か
ら
み
て
）
し
て

い
く
の
で
は
、
消
費
者
や
企
業
の
将
来

に
対
す
る
不
安
心
理
が
高
ま
る
ば
か
り

で
あ
り
、
経
済
低
迷
の
原
因
は
い
つ
ま

先
般
の
金
融
の
量
的
緩
和
策
拡
大
に

つ
い
て
の
市
場
関
係
者
の
評
判
は
芳
し

く
な
い
。
「も
と
も
と
、
追
加
的
な
量

的
緩
和
は
九
月
と
思
っ
て
い
た
の
で
サ

プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
が
、
冷
静
に
考
え

て
み
れ
ば
相
場
を
押
し
上
げ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
単
に
瞬
間
的
に
株
の
益

出
し
売
り
の
材
料
に
さ
れ
た
だ
け
」

（都
銀
資
金
担
当
者
）
。
そ
れ
で
は
な

ぜ
日
銀
は
動
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
あ

る
幹
部
の
解
説
。

「ど
う
せ
九
月
に

政
治
の
圧
力
が
か

か
る
な
ら
、
日
銀

の
独
自
性
を
保
つ

た
め
に
前
倒
し
で

や
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
。
結
局
、
九

月
に
も
う

一
度
何

か
を
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ

た
」
と
冷
や
や
か

で
あ
る
。
市
場
は
、
す
で
に

「巷
間
伝

わ
っ
て
い
る
市
場
調
節
手
段
で
は
反
応

し
な
い
。
金
融
政
策
の
限
界
を
感
じ
て

い
る
」
（市
場
関
係
者
）
状
況
に
あ
る
。

そ
の
不
感
症
の
市
場
が
最
も
お
そ
れ

て
い
る
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
∃
ン

・
タ

ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

″日
銀
の
個

喝
″
。
三
月
の
量
的
緩
和
の
時
間
軸
と

し
て

「消
費
者
物
価
指
数
の
前
年
比
上

昇
率
が
安
定
的
に
ゼ
ロ
％
以
上
と
な
る

ま
で
継
続
」
と
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
ね

が

一
な
い
し
二
％
の
イ
ン
フ
レ
誘
導
と

な
る
と

「日
銀
は
日
銀
法
を
改
正
し
て

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
る
」
可
能
性
が
出

て
く
る
。
そ
う
な
る
と
市
場
は
安
穏
と

し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
「当

分
借
り
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
い
ら
れ
た
が
、
瞬
時
に

「
い

ま
借
り
た
ほ
う
が
得
策

（あ
る

い
は
借
り
な
い
と
損
す
る
）
」

に
変
わ
り
か
ね
な
い
。

あ
る
幹
部
が
そ

っ
と
教
え
て

く
れ
た
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
。

「悪
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
だ

と
思
う
か
ら
悪
い
こ
と
が
起
こ

スυ
（
）
十Ｃ

（
一「
ω
⊃
＜
一プ
一⊃
ｍ
　
Ｏ
∞
⊃

田
ｏ
〓
「ｏ
つ
”

戸
三
千
）
」
。
な
り

ふ
り
構
わ
ず
必
死
に
予
防
的
な

対
策
を
と
ろ
う
と
す
る
日
銀
の

ス
タ
ン
ス
は
マ
ー
フ
ィ
ー
そ
の

も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

「あ
あ
、
決
算
期
末
の
相
場
が

悪
そ
う
だ
、
株
も
債
券
も
危
な

い
。
物
価
の
下
落
も
止
ま
ら
な
い
。
そ

れ
に
自
民
党
か
ら
の
圧
力
も
煩
わ
し
そ

う
だ
」
と
煩
悶
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
事
実

は
事
実
と
な
り
、
事
件
は
事
件
と
な
る
。

事
後
談
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。
知

っ

た
か
ぶ
り
の
マ
ー
フ
ィ
ー
に
オ
ツ
ー
ル

は
こ
う
言
い
返
し
た
。
「
マ
ー
フ
ィ
ー

は
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
だ
」
。
事
件
に
な

ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
。

レコ
・
ヽ
７
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オ
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で
た

っ
て
も
消
え
な

い
。

サ

ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
で
は
な

い
制
度
は
初
め
か
ら

つ
く

ら
な

い
ほ
う
が
よ

い
。

第

二
は
、
そ

の
中
長
期

的
な
財
政

の
フ
レ
ー
ム
に

沿

っ
た
複
数
年
度
財
政
運

営
を
単

に
当
初
予
算
だ
け

で
な
く
、
決
算

で
も
貫
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い

う

こ
と

で
あ
る
ｃ

プ

ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ

ン
ス
を
分
析
し
て

い
る
過

程

で
痛
感
し
た

の
は
、
当

初
予
算
と
実
績

入
決
算
）

と

の
乖
離

の
大
き
さ
と
、

そ

の
乖
離
が
圧
倒
的

に
悪

化
方
向

に
あ

っ
た
こ
と

で

あ

る
（別

図

に
実
績

プ

ラ

イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
の

対
当
初
改
善

・
悪
化
状
況

を

示

し
た
）
。
昭
和

四

一

年
度
か
ら
平
成

一
三
年
度

現
に
、
こ
れ
を
時
期
別
に
分
解
し
て

み
る
と
、
平
成
二
年
度
ま
で
は
、
五
三

・
六
兆
円
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン

ス
赤
字
累
計
の
う
ち
、
当
初
予
算
分
が

四
八

・
五
兆
円
と
大
部
分
を
占
め
、
決

算
の
対
当
初
悪
化
に
よ
る
分
は
五

・
一

兆
円
と

一
割
に
も
満
た
ず
、
こ
れ
な
ら

う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
平
成
三
年
度
か
ら

一
三
年
度
で
は
、

赤
字
累
計
六
六

・
一
兆
円
の
う
ち
、
当

初
予
算
分
は
わ
ず
か
三

・
六
兆
円
で
、

決
算
悪
化
分
が
六
二

・
五
兆
円
と
大
部

分
を
占
め
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

日
本
経
済
の
長
期
か
つ
深
刻
な
不
況
に

再
三
の
財
政
出
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と
い
う
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
も
問
題

で
あ
ろ
う
。

当
初
予
算
は
経
済
に
対
す
る
政
府
の

政
策
の
顔
と
も

い
う
べ
き
存
在
で
あ
ろ

う
。
国
民
も
海
外
も
ま
ず
こ
れ
に
注
視

す
る
。
し
か
し
経
済
に
現
実
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
は
決
算
で
あ
る
。
当
初
予
算

に
対
し
歳
出
は
恒
常
的
に
追
加
、
税
収

は
恒
常
的
に
減
少
と
い
う
の
で
は
当
初

予
算
の
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
る
し
、
補

正
予
算
で
の
安
易
な
歳
出
追
加
、
減
税

を
通
じ
て
中
長
期
的
に
意
図
し
た
以
上

の
財
政
悪
化
を
招
く
結
果
と
な
る
。

ま
た
、
外
国
政
府
当
局
者
、
外
資
系

投
資
家
、
内
外

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
等
か
ら

は
、
「
政
府

の
発
表

で
は
、
常

に
当
初

予
算
に
対
す
る
追
加
で
景
気
対
策
を
打

っ
た
と
表
現
さ
れ
る
が
、
実
体
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
は
前
年
度
決
算
に
対
す
る

追
加
の
程
度
で
あ
り
、
対
当
初
の
追
加

を
プ
レ
イ
ア
ツ
プ
す
る
の
は
ま
や
か
し

で
あ
る
」
と

い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い

る
。
当
初
予
算
と
決
算
に
こ
れ
ほ
ど
ま

で
の
乖
離
と
悪
化
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
の

な
ら
、
こ
れ
も
も

っ
と
も
と

い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

今
後
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
に
あ

た

っ
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
単
年

度
主
義
、
当
初
予
算
第

一
主
義
か
ら
脱

却
し
た
、
中
長
期
的
計
画
に
基
づ
く
複

数
年
度
総
合
予
算
主
義
的
な
透
明
な
財

政
運
営
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

-8

年
度
途
中
の
景
気
対
策
が
歳
出
追
加

な

い
し
減
税
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
決
算
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・

バ
ラ
ン
ス
に
、
当
初
予
算
に
対
し
、
平

均
的
に
あ
る
程
度
の
悪
化
バ
イ
ア
ス
が

あ
る
こ
と
は
う
な
ず
け
る
が
、
こ
れ
は

あ
ま
り
に
極
端
で
あ
る
。

ま

で
の
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
の

赤
字
累
計

一
一
九

・
七
兆
円
の
う
ち
、

当
初
予
算

で
計
上
さ
れ
て
い
た
分
が
五

二

・
一
兆
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
決
算

が
当
初
予
算
比
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
る

分
が
六
七

・
六
兆
円
と
全
体

の
五
六
％

を
占

め
て

い
る

（第

３
表
）
。

〔別図〕
兆 円

(注 )1.決算調整資金修正後。
2.平成12年度は補正後予算。
3.財務省主計局 r財政統計コ

実績プライマリー・バランスの対当初改善、悪化状況

112434445464718495051525354555657585950616263元 2 3 4 5 6 7 891011

主税局『f,こ制主要参考資■「集」などから作成。

〔第 3表〕 プライマリー・バランス悪化の

当初予算,決算分析
(単位 兆円)

(内訳)

当初から
決算への

変化

△67.6

決算
プライマリー
バランス赤字

昭和41～平成 13

累計

Δ5.l
(内訳)

さ62.5

財務省主計局 r財政統計』、主税局 r税 制主要参
考資|1集ョ等から作成。

当初予算

引19.7 。52

Π召オロ41
～平成 2

ら53.6 △48.5

平成 3～ 13 △66.I Δ3.6

342001.8.27 金融財政事情
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〔参考〕

(決 算調整資金修IE後 )

年度

||『 不口10

41

42

43

44

プライマリー・バランスの当初決算差額とその要因分析

当初決算差額

４５

４ ６

１ ７

１ ８

１ ９

プライマリー
・バランス

‐2,063

578

805

1,694

739

789

ら7,558

326

5,512

ム152

・32,175

2,551

▲ll,146

3,201

20,952

2,810

,6,299

△45,277

Δl,663

△237

・ 6,717

。9,641

16,008

22,072

8,974

ユ16,932

`.18,864
▲56,197

。103,381

237,350

▲90,499

ハ10,106

さ42,419

△180,073

160,236

50

51

52

53

54

“

５６

５７

５８

５９

60

61

62

63

平成元

7

8

9

10

1!

12

{当 初)13
.`25,072

41-13
累計 二675,838

つ ち
3-13
累計

え624,730

(注 )l.平 成 1年度 15,‐‖8億円、 5`F度 5,663 億円、 9年度lo.174億 円の決算赤字を各年度の国ri発行額に加算 し、そのそれぞれ平成
6、 ア、|1年度における決算調整資金繰人を繰入年度の[l riri:と みなして国債費|な きの歳出を修F[し たもの。2こ の表では昭和53年度の「′ι収 |こついての年度′′属区分変更による増収は調:!`し (.tra.L'o

3.賜 務省主計局『1財 政統計J、 土

決算ベース 当初ベース

税収
除国千,そ 費
歳出

プライマリー
・バランス 税収

除国債費
歳出

プライマリー
・バランス 税収

除国債費
歳出

30,496

34,058

10,936

19,239

60,243

37,10(〕

41,lo9

50,073

57,443

66,425

lゝ,

6ゝ,

こ0,

4,

ユl.

233

012

69

37

38,05

32,877

31,977

46,979

57,381

36,360

42,654

48,356

56.1731

64,6081

221

=6,811
こ6,847

=4,387

・ 2,112

・ 2,381

2,081

2,881

2,260

2,862

740

1,515

1,722

1,270

1,817

72,958

79,272

97,701

133,656

150,3591

79,007

02,407

114,794

110,934

182,528

^602
こ8,665

▲14,972

`10,813
313,1301

69,384

82,963

88.4851

110.7861

137,6201

76,589

90,950

110,123

135,796

162,372

`1,391

=l,107

`14,946
‐16,355

Δ12,9781 12,73

3.574

。3,691

9,216

22,870

2,418

1,457

4,671

5.1381

20,15ol

137

156

173

219

237

527

578

329

205

295

197,585

226,246

267,445

308,642

344,142

・ 41,781

・ 53,552
472,459

さ74.4221

▲90,9641

173,400

155,190

182,400

214,500

214,870

202,491

2261313

261,656

310,723

345,217

さ9,606

▲56,103

■61,313
△77.6231

△‖l,9161

・ 35,873

1,388

△9,071

4,705

22,425

`4,909
ふ67

5.7891

`2.0811

■ ,0751

268,687

289,521

305.llll

323.5831

349,0841

379,134

402,670

403,382

424,678

422,4791

さ86,786
‐62,457
△71.3781

●53.1881

■5,4861

264,110

322,840

366,240

323.150

345,960

372,784

401,339

418,509

421,871

414,7211

△89,596

△66,158
ι26,101

△51,525
△35,249

4,577

・ 33,319
△61,129

433

3,124

6,350

1,331

△15,127

2,307

7,758

381,988

418,768

467,979

508,265

549,218

428,240

429,761

458,797

4'4.4051

537,6911

２７

９０

３３

７８

５１

屹

．

２４

４８

５４

385,500

405,600

411,940

450,900

510,1001

422,754

427,691

427,675

451.8771

487,4931

さ14,558

3,735

8,325

26,710

45,539

△3,512

13,168

56,039

57,365

39,1181

5,486

2,070

31,122

42,528

50,198

601,059

598,204

544,453

541,262

510,300

549,545

550,106

558,690

6i3.8831

586,4661

70,022

88,066

35,476
ふ30,261

」ヽ15,230

580,040

617,720

625,040

613,030

536,6501

5!9,482

543,l14

557,707

569.1251

571,7671

86,954

10o,930

91,673

73,123

22,620

21,019

ユ19,516

こ80,587
と71,768

‐26,3501

30,063

6,992

983

44,758

14,6"|

519,308

520,601

539,415

494,319

472,345

625,518

627,640

625.4451

666.9331

671,4811

`78,603
・ 56,644
ι41,496

△163,015

`!56,243

537,310

513,450

578,020

585,220

471,1901

571,995

587,297

605,877

604,064

604,158

ll,896

△46,538

953

17,058

ι96,007

ハ18,002

7,151

_38,605

‐90.9011

1,1551

53,523

40,343

19,568

62.8691

67.3231

498,950

507,270

683,241

654,819
`131,519
Δlll,475

486,590

507,270

630,218

654,819
`106,447
△lll,475

12,360 53,023

11,852,046 i3,966,319 Δl,197,471 12,041,857 13,400,361 全521,633 ●189,811 566,488

5,746,427 6,864,222 笙660,914 6,071,490 6,500,141 ・ 36,214 4325,063 364,081
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